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Ⅰ．問題の所在

わが国では，子育てに係る負担の大部分を母親が担っている。母親に対する育児負担の偏

りについては，平成26年度に内閣府が実施した育児休業取得率に関する調査で示された結果
注１）をみても，女性の育児休暇取得率が86.6％に対し，男性の育児休暇取得率は2.30％と，

母親の負担が大きいことは明らかである。また，閉鎖的な母子関係を指摘する母子カプセル

の問題にみられるように，母親の孤立化が育児ストレスや児童虐待の一因との指摘もある。

さらに，母親に対する育児負担の偏りは，女性が子どもを産み育てる事への不安や負担感を

増大させ，出生率低下の要因となっている。こうした社会的背景から，子育て期の父親の育

児参加の促進を新たな観点とした子育て支援が求められている。

子育て支援を必要とする保護者のニーズは多様化し，延長保育・夜間保育，休日保育，病

児・病後児保育など，子育て支援の拡充が求められている。保護者のニーズに合わせた子育

て支援の裏面には，保護者の都合が優先された一時預かり，保護者のリフレッシュが目的と

された土曜日・休日保育の常習化及び，しつけや食生活等の生活習慣形成が保育施設任せの

常態化等，子どもの最善の利益を保障した子育て支援とは言えない実態もある。

また，母親と同等に子どもの養育権を有する父親の育児や家事に携わる時間は１週間に１

時間程度注２）と短く，育児に積極的に携わっているとは言えない現状である。そのため，子

育て支援の拠点となる保育所の保育者が父親の視点に立ち，父親の育児に対する垣根を取り

払い，育児への関心や育児参加の必要性への理解を深めることが重要である。

中田・前迫ら（2004）は，男性保育者が勤務する保育所に通う子どもの家庭は，父親の育

児分担の比率や保育所への送迎率，保護者会などの参加率が，男性保育者のいない保育所に

通う家庭よりも高くなる傾向があると述べており，父親の育児参加を促す役割を果たす者と

して，男性保育者の可能性について言及している１）。さらに，中田・前迫ら（2004）は，男

性保育者としての性役割意識を越え成熟した男性保育者がジェンダーモデルとなり，共に働

く保育者や勤務する保護者に与える性役割意識に与える効果について触れている２）。このよ

うに，男性保育者を核として，育児に対する性役割意識を軽減させる取り組みは，子育て支

援の拡充につながるだけではく，子どもの最善の利益を保障した子育て支援に寄与する研究

と位置づけられる。
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Ⅱ．研究の目的

本研究の具体的な目的は次の通りである。第一に，男性保育者に内在する役割意識に着目

し，男性保育者の実践的省察を観点とした男性保育者の役割について把握を試みる。第二に，

把握された男性保育者の役割に関する構成要素を基に，保育施設を拠点とした子育て支援に

与える影響について分析し，子育て支援を支える男性保育者の役割モデルの構築を試みる。

これらの研究結果から得られた知見を通して，男性保育者がジェンダーモデルとして父親

に与える影響について考察し，性役割意識を越えた男性保育者が子育て支援に与える影響に

ついて言及する。

Ⅲ．研究の方法

本研究は，第一に父親の育児支援の礎となる男性保育者の役割に関する先行研究を概観し，

男性保育者の役割意識について分析を行い，子育て支援における男性保育者の役割に関する

観点を把握する。第二に，把握された男性保育者の役割に関する観点を基に，男性保育者の

実践資料集を手がかりとして，実践資料集に掲載されたドキュメント内容の分析を行い，子

育て支援における男性保育者の役割モデルについて実践的な視野からの構築を試みる。

１．ドキュメント分析の資料

本研究は，全国男性保育者連絡会において発行された実践資料集を分析データとして用

いることとした。

全国男性保育者連絡会は，1974年８月11日に，第６回全国保育団体合同研究集会におい

て発足された。全国男性保育者連絡会は，現在18都道府県に発足している男性保育者連絡

会を取りまとめている団体である。

本研究において，ドキュメント分析の資料とした「男性保育者　その実践と資料」は，

1975年に第１号が発行され，1984年に第２号，1989年に第３号，2000年に第４号，2011年

に第５号が発行されている。本研究では，発行された資料のうち最新である2011年に発行

された「男性保育者〜その実践と資料　NO.５〜」（これより，実践資料集とする）３）を

用いることとした。

全国男性保育者連絡会が発行する実践資料集の特徴は，次の通りである。

①男性保育者を取り巻く社会情勢や課題など情報の提示

②男性保育者が自らの保育実践を紹介

③男性保育者に関わる歴史的資料の提示

本研究では，②男性保育者が自らの保育実践を紹介，に関するする内容に着目し，分析資

料の精選を試みる。
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２．ドキュメント分析の観点

本研究の分析の観点は，中田（2004）の「男性保育者による『保育者』定義のシークエン

ス」４）を基礎概念として用いることとした。柏・佐藤（2014）５）は，中田（2004）が示し

た保育者の定義が，シークエンスと言われる段階的学習の順序性を持つことに着目し，３つ

の観点の段階的様相を「男性保育者の段階的変化」として，図１のように図式化することを

試みた。

本研究では，図１に示した「男性保育者の段階的変化」をドキュメント分析の観点として

用いて，男性保育者の役割意識について分析を試みる。本研究におけるドキュメント分析の

観点は，次の通りである。

観点１「第二の家庭の父母」：身体を使う保育

観点２「保育の偏りを是正する者：男性の視点を強調した保育

観点３「子どもの発達を促す者」：子どもの発達を促すための働きかけ

図１ 男性保育者の段階的変化

参考：中田奈月「男性保育者による「保育者」の定義のシークエンス」家族社会
学研究，2004年を基に筆者が作図した。
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Ⅳ．結果と考察

⑴ 実践資料集の精選結果

第一に，全国男性保育者連絡会が発行する実践資料集に示されている目次の内容を手がか

りとして，実践資料集の概要について整理した。把握された概要は４部構成となっており，

具体的内容は，次に示した通りである。

第１部「男性保育者に関する基礎資料」

第２部「各地域の現状報告」

第３部「テーマ報告」

第４部「編集後記」

次に，実践資料集から分析資料として用いる男性保育者の実践記録を精選するために，「男

性保育者が自らの保育実践を紹介」する内容に着目し，実践資料集の第一次精選を行った結

果，第３部「テーマ報告」を分析資料の対象として着目することとした。今回着目した，第

３部「テーマ報告」に関する内容は，42のコラム及び６の楽曲で構成されており，コラムの

内容を大別すると，①〜⑤の５つの項目に分別された。

分別された項目は，以下に示した通りである。また，コラム及び楽曲数の内訳については，

（　）内に示した。

①世代を超えて（16）

②様々な視点から（6）

③楽曲（6）

④男性保育者の実践（15）

⑤一芸の活かし方（5）

⑵ ドキュメント分析の結果

実践資料集から「男性保育者が自らの保育実践を紹介」に関する内容として，42の実践コ

ラムが，第３部「テーマ報告」に掲載されていた。実践資料から精選された42のコラムを対

象として，「男性保育者の役割意識」に着目し，分析資料の抽出を試みた結果，４つのコラム

が精選された。選出された４つの実践コラム題目は，以下に示した通りである。

①「男性ならではの子どもとの向き合い方」

②「父親が楽しみながら子育て参加へ」

③「一人の保育士として」

④「経営者から見た男性保育者」

選出された４つの実践コラムについて，「３．研究の方法　⑵ドキュメント分析の観点」に

おいて，図１に示した「男性保育者の段階的変化」の３つの観点を基にドキュメント内容の

分析を試みた。分析内容の詳細として，４つのコラムそれぞれに，男性保育者の役割が特徴

的に把握された内容に焦点化し，解説を試みることとした。
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ⅰ）Ａ保育者のドキュメント分析の結果

観点１「第二の家庭の父母：身体を使う保育」

Ａ保育者のコラムは，① a〜① g，に示されるように，観点１「第二の家庭の父母」を特

徴的に示した内容である。特に，① f「保育所における父親としての男性保育士の役割を感

じることができました」という言葉に象徴されるように，家庭と保育施設とを同一視してい

る傾向があり，男性保育者の父親的な役割意識が特徴的に表れている。

また，観点１「第二の家庭の父母」は，男性保育者における保育者定義の第一段階に位置

づけられており，身体を使う保育が特徴的である。Ａ保育者のコラムには，① a に示され

るように，「鬼ごっこ」「相撲」「かくれんぼ」などの体を使った遊び，「サッカー」「タッチラ

グビー」「ドッチボール」などのボール遊び，「鉄棒」「マット」「跳び箱」などの体育遊具を使っ

た遊び，また，① d，① e に示された，「飛行機」「ジュェットコースターぐるぐる」「抱っこ」

「肩車」などの子どもを抱きかかえる遊びにみられるように，例示される遊びには，観点１

に象徴される「身体を使った遊び」が列挙されている。

また，Ａ保育者のコラムの内容には，② a〜② f に示されるように，観点２「保育の偏り

を是正する者」に関する役割意識についても把握することができた。観点２「保育の偏りを

是正する者」としての役割意識は，保育者定義の第二段階に位置付けられており，ある程度
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経験年数を重ねた保育者にみられる段階とされている。特に，女性保育者の保育とは異なっ

た男性保育者としての視点を強調し，女性保育者の保育と重複しない男性独自の視点による

保育を開拓しようとする。具体的には，② a「冗談を言い合い」，② b「リーダ的存在」など，

女性保育者と子どもとの関係性の中では生成されにくい「童心にかえる」や「ガキ大将」的

な部分を「男性の視点」として強調した保育が把握された。

これらのことから，段階一から段階二へと移行期にある男性保育者は，男性保育者ならで

はの父親的な役割に男性が保育者であるための必要性や価値を見出しつつも，女性保育者と

は異なる方法で保育をしようと模索する姿が特徴として明らかとなった。

ⅱ）Ｂ保育者のドキュメント分析の結果

Ｂ保育者のコラムは，② a〜② d，に示されるように，観点２「保育の偏りを是正する者」，

に関する役割意識が特徴的に把握された内容である。観点２「保育の偏りを是正する者」は，

男性保育者における保育者定義の第二段階に位置づけられており，その特徴は，第一段階と

は異なり，家庭と保育施設とを同一視していないため，自らを父親とは位置づけていない点

である。しかし，子どもへの対応や接し方，保育内容については女性保育者との違いの重点

が置かれ，「男性の視点を強調した保育」が特徴とされている。

特に，山での遊びや飲み会といった活動内容は，女性保育者とは異なる視点を取り入れた

男性保育者の視点を重視した活動内容と言えるのではないだろうか。さらに，「パパ祭り」の

取り組みや，その取り組み内容である「マジック」「バンド演奏」「ヒーロー劇のシナリオ作

り」においては，男性保育者の視点から父親の活躍シーンをイメージし，父親と共に話し合

いを重ねることで決定された内容であったと言える。

また，② a「父親たちと共に進めてきた中で感じたのが，男性保育士の重要性です」や，

② c「男性だからこそ気軽に話ができ，受け入れてくれることも多く」，また，② f「父親の

子育て参加が重要だと言われています。その大切な役割を果たすのが男性保育士なのではな

いでしょうか」と述べられているように，父親の育児参加を支援する役割として，同性であ

る男性保育者の存在の大切さが強調的に示されている。さらには，② b「女性保育士だけで

は恥ずかしさが抜けきらなかった」という父親の言葉から，男性保育者の存在が，父親の育

児参加の一助となっていることが把握された。

Ｂ保育者のコラムでは，③ a〜③ c，されるように，観点３「子どもの発達を促す者」に

関する意識についても把握された。観点３の「子どもの発達を促す者」としての役割は，最

終段階の意識レベルに位置付けられており，男性女性という性差にとらわれず，自身を一人

の保育者として捉え，「子どもの視点に立ったアドバイスができる」ところが特徴である。こ

こでは，男性としての性役割意識から脱却し，子どもの発達を促す一人の保育者としての役

割意識が把握された。

さらに，B 保育者の役割意識から，３つの観点とは異なる特徴を持つ，新たな観点が把握
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された。新たな観点は，第４の観点として，（A）〜（H）に示した。第４の観点に関する分

析については，「⑶第４の観点の把握」において解説を加えることとする。

観点２「保育の偏りを是正する者：男性の視点を強調した保育

ⅲ）Ｃ保育者のドキュメント分析の結果

Ｃ保育者のコラムは，③ a〜③ c に示されるように，観点３「子どもの発達を促す者」に

関する役割意識が特徴的に把握された。具体的には，③ a「『男性だからできる』のではな

く『自分だからできる』」，③ b「男性，女性関係なく一人の保育士としてよい保育を行って

いきたい」，③ c「今は『男性』にとらわれず」という言葉にも表れているように，Ｃ保育

者は，父親として，また男性保育者としての性役割意識を超越した一人の保育者として自ら
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を定義づけている。

また，観点３「子どもの発達を促す者」は，男性保育者における保育者定義の第三段階に

位置づけられており，その特徴は「子どもの発達を促すための働きかけ」である。具体的に

は，③ b「自分自身の人間性や保育の専門性を高め，子ども達一人ひとりの個性や思いを大

切に」，に示されているように，保育の主体を子どもに置き，自らを子どもの発達を促す保

育者としての役割意識が把握された。

さらにＣ保育者の役割意識から，観点１から観点３とは異なる特徴を持つ，新たな観点が

把握された。新たな観点は第４の観点として，（Ｉ）と示した。第４の観点に関する分析は，「⑶

第４の観点の把握」において解説する。

観点３「子どもの発達を促す者」：子どもの発達を促すための働きかけ

ⅳ）Ｄ保育者のドキュメント分析の結果

Ｄ保育者のコラムは，（Ｊ）〜（Ｍ）に示されるように，第４の観点が把握された。Ｄ保育

者のコラムは，経営者という視点から男性保育者について述べている。Ｄ保育者は，（Ｊ）「保

育園とは社会の縮図。老若男女，バランスよくいることが当然の姿」として捉え，（Ｋ）「子

ども達や家庭には男性による保育や育児を当たり前と感じてもらうことをねらいとしてい

る」と述べている。こうした男性保育者の役割意識のもと保育施設の中に自然に男性が存在

し，あたりまえに乳児に触れ，育児に従事する姿には，性役割意識から解放されたジェンダー

モデルとしての男性保育者の存在価値を見出すことができた。



−283−

子育て支援における男性保育者の役割に関する一考察

観点４：新たに把握された男性保育者の段階

⑶ 第４の観点の把握に関する結果及び考察

本研究において抽出された４つのコラムの内容にいてドキュメント分析を行い，男性保育

者に内在する役割意識について検討を行った結果，先行研究により把握された３つの観点と

は異なる，第４の観点として（Ａ）〜（Ｍ）が析出された。

第４の観点は，男性保育者としての存在自体に価値をもたせ，子育に携わる自然な存在と

して男性保育者を位置づけているところが特徴的である。第４の観点において男性保育者は，

観点１及び観点２に示されたような男性保育者としての役割を周囲から期待されていること

を受け止め，新たな観点３として，男性保育者でなければならない「価値」に気づき，積極

的にその役割を担う男性保育者の姿がここにある。

具体的には，（Ｉ）「父親の育児参加が求められる今，男性保育士がこどもとの良い関わり

方や必要性を示し，実践していくことで育児参加を促していくなど，男性だからできること

もあると思います」，（Ｇ）「父親の子育ての参加が重要だと言われています。その大切な役割

を果たすのが男性保育士なのでは」，（Ｈ）「男性保育士はもっともっと増加すべきと改めて感

じました，そこから，新しく生まれてくる子育ての形がきっとあると思います」と述べられ

ているように，男性保育者自身が，父親の育児支援のキーパーソンとして自覚し，子育て支

援を担っていこうとする役割意識が明らかとなった。

以上のことから，新たに把握された第４の観点を，観点３として再構成し，新たな観点３

を「性役割意識から脱却する育児モデル：新たな価値の提供」と定義することとした。新た

な観点を加えた，男性保育者の段階的変化については以下に示した通りである。

観点１「第二の家庭の父母」：身体を使う保育

観点２「保育の偏りを是正する者：男性の視点を強調した保育

観点３「性役割意識から脱却する育児モデル：新たな価値の提供」
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観点４「子どもの発達を促す者」：子どもの発達を促すための働きかけ

観点３に示した「新たな価値の提供」の役割を内在する男性保育者の姿は，父親の育児モ

デルとなり，男性保育者の姿を自らの育児イメージと重ね，父親が育児を身近に感じること

で育児への関心を深めることができるのではないだろうか。また，男性保育者の存在が自然

なことになるためには，周りで働く女性の保育者や母親の性役割意識の解放が不可欠である。

男性保育者を中心に，全ての人が性役割意識促進につながると考える。

⑷ 保育施設における子育て支援を支える男性保育者の役割モデル

これまでの分析結果により把握された男性保育者の役割に関する４つの観点を構成要素と

して，子育て支援を支える男性保育者の役割モデルの構築を試みた。構築された役割モデル

については，図式化し図２に示した。

図２　子育て支援を支える男性保育者の役割モデル

以上のことから，男性保育者の役割に関する新たな観点として，「性役割意識から脱却する

育児モデルとしての役割」を付加し，子育て支援を支える男性保育者の役割として，４つの

観点が明らかとなった。

図２に示したように，男性保育者を中核とした子育て支援を通して，父親の育児参加が促

進することは，同時に母親の育児負担を軽減させることにも繋がるであろう。男性保育者が

第二の父親としての役割を担う姿に触れることで，育児参加第一段階の父親は，男性保育者
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に共感的な感情を抱くのではないだろうか。父親は親しみを感じる男性保育者の存在によっ

て，子育てに関連する苦労を言葉にする場を持つことができる。そうすることで，他の父親

に触れ，父親たちが抱えている様々な問題，子育ての苦労を共有することが父親の育児参加

のスタートとなる。

また，第二段階として，男性保育者の支援により，父親が保育施設の中で自分の思いを「語

る」場を持ち，互いの思いを共有することができると考える。そうした，子育てを通してつ

ながった仲間と共に子育ての楽しさについて共有できる場をもつことで，子育てに対する関

心が深まり，育児参加の機会がつくられる。

さらに，第三段階として男性保育者の存在が，父親の性役割意識に対して新たな価値を提

供し，父親が育児に参加することが自然な営みとして意識化されることを期待する。ジェン

ダーモデルとしての男性保育者の存在は，母親に対する性役割意識の解放にもつながり，夫

婦が共同で育児に従事する機会が増えることにより，夫婦で共有できる話題が生まれ，孤立

する母親のへの支援となる。

最後に，第四段階として，子育てに関する様々な情取得し，知識を学ぶことで男性として

の子育て意識への変容が期待される。こうして，男性保育者における適切な働きかけを通し

て充実した子育て支援を展開することが可能となる。

Ⅴ．総合考察

本研究を通して男性保育者の役割として，第４の視点を把握することができた。想定され

た４つの役割は段階的に獲得されるものであり，父親の育児支援を支える専門性の向上への

視座となるものと考える。こうした，男性保育者の専門的な支援及び，適切な指導により，

子どもの最善の利益を考慮した保育施設における子育て支援が進められるものと考える。さ

らに，男性保育者の役割意識の向上が，今度の子育て家庭における支援の充実につながると

言えるのではないだろうか。

本研究によって，仕事と家庭の両立支援を支える新たな視点として男性保育者の可能性を

顕在化させ，保育実践者の視点からみた子育て支援の方向性に示唆を与えることができたと

考える。今後は，男性保育者が子育て家庭における親の育児不安に与える影響についても研

究を深め，保育施設を拠点とした子育て支援モデルの構築を目指したい。
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【注】
注１）雇用均等基本調査「平成26年度雇用均等基本調査」2014年度，調査結果の概要（PDF）。

入手先（http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-26r-03.pdf）（参照日：2015-11-06）
注２）厚生労働省，平成22年６月17日発表，「父親の家事・育児関連時間」

入手先

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/ikumen_shiryou/dl/ikumen_sankou_01.pdf）

（参照日：2015-11-06）
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